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研究成果の概要（和文）：イヌの腫瘍疾患は、特定の腫瘍が特定の犬種に好発する傾向がある。特定犬種に好発
する腫瘍疾患について、犬種という軸から比較病態解析を行うことで、その背景に潜んでいる癌の発生メカニズ
ムを探索できるのではないかと考えた。そこで本研究では、疫学調査によって国内の犬の腫瘍の発生状況を整理
し、腫瘍の好発犬種を調査した。東京大学獣医病理学研究室の診断データベースや東京大学付属動物医療センタ
ーの診療情報を活用し、イヌの腫瘍疾患の犬種特異性について調査したところ、これまで知られていた海外の知
見に加え、ミニチュアダックスフンドを含む特定の小型犬種で腫瘍疾患の発生頻度が有意に高いことが判明し
た。

研究成果の概要（英文）：In dogs, specific tumors tend to occur in specific breeds. We hypothesized 
that comparative analysis of breed-specific tumors would allow us to explore the underlying 
mechanisms of cancer development. Therefore, we conducted epidemiological surveys and investigated 
the breeds of dogs with a high incidence of tumors. Using the diagnostic database of the Laboratory 
of Veterinary Pathology at the University of Tokyo and medical information from the Veterinary 
Medical Center, the University of Tokyo, we investigated the breed specificity of canine tumor 
diseases. We found that, in addition to previously known findings, the frequency of tumors was 
significantly higher in certain small dog breeds, including miniature dachshunds.

研究分野： 獣医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて最も興味深かったのは、抽出された好発腫瘍疾患の数が犬種によって顕著に異なっていた点であ
る。例えば、ミニチュア・ダックスフンドにおいて悪性黒色腫、肛門嚢腺癌、軟骨肉腫、前立腺癌などの腫瘍疾
患が多く抽出された一方で、トイ・プードルに好発する腫瘍疾患は極めて少なかった。これらはいずれも国内の
飼育頭数が多い犬種だが、腫瘍の発生率に大きな違いがあり、犬種の遺伝的特性が腫瘍罹患率に深く関与してい
る可能性が示唆された。このような犬種の違いを更に踏み込んで比較することで、「癌になりやすさ」に関する
新たな知見が得られると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
伴侶動物の平均寿命の伸長により、腫瘍は、医学領域だけでなく小動物臨床領域でも頻繁に遭

遇する疾患となった。イヌの腫瘍は挙動や病態、がん種による転移パターンにヒトと類似した点
が見られる他、外科切除、化学療法、放射線治療など、ヒトと同様の治療法が選択されることが
多く、比較生物学な観点からヒトの腫瘍の病態を理解する上で有用な動物として近年注目され
ている。イヌの腫瘍疾患は「犬種」と密接な関わりを持つ。このような腫瘍の発生頻度の「偏り」
は、犬種の遺伝子プールの小ささに起因すると考えられる。つまり、度重なる品種改良の結果、
犬種間のゲノムの多様性が生まれる一方、犬種内では遺伝的多様性が失われ、秀でた形質として
選抜される個体に潜在する有害な遺伝子異常が、同一犬種内に拡散してしまったためである。本
研究では、犬種間の遺伝的素因の違いが腫瘍の表現型にどのような影響を及ぼすか検討し、犬種
特異性の 高い腫瘍疾患の Cancer biology を解明する。本研究を通じて、犬種ごとの腫瘍の病
理組織学的・分子生物学的特性を明確にできれば、種々の悪性腫瘍に対して、犬種ごとに効率的
な治療法を 提案することが可能になる。 
 
２．研究の目的 
犬種特異性の高い腫瘍の発生リスクを下げるためには、まず、犬種ごとに有害な遺伝子を特定

する必要がある。そこで本研究では、疫学調査によって国内の犬の腫瘍の発生状況を整理し、腫
瘍の好発犬種を調査した。 
 
３．研究の方法 
 東京大学獣医病理学研究室の診断データベースや東京大学付属動物医療センターの診療情報
を活用し、イヌの腫瘍疾患の犬種特異性について調査した。 
 
４．研究成果 
①  まず、東京大学獣医病理学研究室のデータベースを利用し、犬の皮膚腫瘍の発生状況に関

する疫学的調査を調査した。合計 1,435 例の皮膚腫瘍を対象としたが、そのうち 813 例
（56.66％）が悪性、622 例（43.34％）が良性であった。軟部肉腫（18.40％）、肥満細胞腫
（16.24％）、脂肪腫（9.69％）、毛包腫瘍（9.34％）、良性脂腺腫瘍（8.50％）が他の腫瘍種
を上回っていた。頭部（13.87％）、後肢（10.52％）、前肢（8.01％）、胸部（5.78％）、頸部



（5.57％）に腫瘍が多く見られ、腫瘍発症リスクは、11 歳以上の犬で有意に増加した
（P<0.001）。ミックスブリード犬（14.63％）、ミニチュアダックスフンド（9.90％）、ラブラ
ドールレトリバー（8.01％）の 3つの犬種が最も多く、ボクサー、バーニーズマウンテンド
ッグ、ゴールデンレトリバーはミックスブリード犬に比べて皮膚腫瘍の発症リスクが高かっ
た（P<0.05）（表）。 
 

② 東京大学附属動物医療センターの診療情報を利用し、更に大規模な疫学解析を試みた。本セ
ンターの電子カルテに登録された 9,803 頭の犬の診断情報を抽出し、各犬種における好発疾
患を解析した結果、600,628 個(4,516 疾患×133 犬種)の組み合わせのうち、788 個が他の組
み合わせと比較して罹患率が有意に高く、うち 192 個が腫瘍性疾患であった。多くの腫瘍疾
患で犬種特異性が認められ、 その中には「ミニチュア・ダックスフンドと前立腺癌」など、
これまで知られていない組み合わせも多数抽出され、新規の犬種好発疾患である可能性が示
唆された（下図）。 

本研究を通じて最も興味深かったのは、抽出された好発腫瘍疾患の数が犬種によって顕著
に異なっていた点である。例えば、ミニチュア・ダックスフンドにおいて悪性黒色腫、肛門
嚢腺癌、軟骨肉腫、前立腺癌などの腫瘍疾患が多く抽出された一方で、トイ・プードルに好
発する腫瘍疾患は極めて少なかった。これらはいずれも国内の飼育頭数が多い犬種だが、腫
瘍の発生率に大きな違いがあり、犬種の遺伝的特性が腫瘍罹患率に深く関与している可能性
が示唆された。このような犬種の違いを更に踏み込んで比較することで、「癌になりやすさ」
に関する新たな知見が得られると考えられる。 
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